
九
州
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
一
回
）

「
遠と

お

の
朝
廷

み

か

ど

・
大
宰
府

だ

ざ

い

ふ

」

や
す
み
し
し

わ
が
大
君

お
お
き
み

の

食を
す

国く
に

は

倭
や
ま
と

も
此
処

こ

こ

も

同
じ
と
ぞ
思
ふ

巻
六
―
九
五
六 

 

作
者

大
宰

だ
ざ
い
の

帥そ
ち

大
伴
旅
人

お
お
と
も
の
た
び
と

（
解
説
）
私
が
お
仕
え
す
る
大
君
が
、
安
ら
か
に
お
治
め
に
な
る
国
は
、
中
央
の

大
和
も
こ
こ
大
宰
府
も
同
じ
、
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
歌
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
末
か
翌
年
春
頃
、
大
宰
帥
（
太
宰
府
の
長
官
）

と
し
て
赴
任
し
た
ば
か
り
の
大
伴
旅
人
に
向
い
、
少
弐
（
太
宰
府
の
長
官
を
補
佐

す
る
次
官
）
石
川

い
し
か
わ
の

足
人

た
る
ひ
と

が 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
さ
す
竹
の
大
宮
人
の
家
と
住
む

佐
保
の
山
を
ば
思
ふ
や
も
君
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
六
―
九
五
五
）

（
大
宮
人
が
家
と
し
て
住
ん
で
い
る
平
城

な

ら

の
佐
保
の
山
を
、
あ
な
た
は
な
つ
か
し

く
思
い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
）

と
大
伴
旅
人
の
望
郷
の
情
を
思
い
問
い
か
け
た
の
に
対
し
て
、
旅
人
が
和
え
た
歌

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
旅
人
は
、
遠
の
朝
廷
大
宰
府
の
長
官
と
し
て
の
気
概
を
詠
っ

て
い
る
。

●
「
遠
の
朝
廷
」
に
つ
い
て
は
柿
本
人
麻
呂
が
筑
紫
へ
下
っ
た
時
に
万
葉
集
巻
三

―
三
〇
四
で
大
宰
府
を
「
遠
の
朝
廷
」
と
呼
称
す
る
歌
を
創
っ
て
い
る
。

「
大
君
の
遠
の
朝
廷
と
あ
り
通
ふ
島
門
を
み
れ
ば
神
代
し
思
ほ
ゆ
」

（
わ
が
大
君
の
治
め
ら
れ
る
遠
く
離
れ
た
お
役
所
（
大
宰
府
を
さ
す
。）
と
し



て
、
人
々
が
い
つ
も
往
き
来
す
る
島
門
を
眺
め
て
い
る
と
、
こ
の
島
々
が
生
み
成

さ
れ
た
神
代
の
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。）

●
「
食
国
」
は
天
皇
の
お
治
め
に
な
る
国
。

●
佐
保
山
は
奈
良
・
平
城
宮
の
東
側
に
位
置
し
裾
野
は
佐
保
と
呼
ば
れ
奈
良
時
代

は
高
級
貴
族
の
邸
宅
、
別
荘
地
で
、
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
、
大
伴
家
持
を
輩
出
し

た
大
伴
氏
の
邸
宅
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

●
大
宰
府
は
「
オ
オ
ミ
コ
ト
モ
チ
ノ
ツ
カ
サ
」
と
も
読
ま
れ
る
、
古
代
律
令
制
下
、

地
方
に
お
け
る
最
大
の
役
所
で
あ
り
、
九
国
三
島
（
九
州
と
壱
岐
・
対
馬
・
種
子

島
）
を
統
治
し
、
外
交
・
貿
易
の
窓
口
で
あ
り
、
か
つ
辺
境
防
備
を
担
っ
た
。

そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
発
掘
の
成
果
や
文
献
史
料

か
ら
推
測
す
る
と
、
天
智
天
皇
三
年
（
六
六
三
）
の
朝
鮮
半
島
西
南
端
の
錦
江
河

口
に
お
け
る
白は

く

村
江

す
き
の
え

（
「
は
く
そ
ん
こ
う
」
と
も
よ
む
。
）
の
戦
い
で
百
済
日
本
連

合
軍
は
唐
新
羅
軍
に
大
敗
し
、
半
島
か
ら
完
全
に
手
を
引
い
た
。
同
四
年
（
六
六

四
）、
唐
新
羅
の
侵
略
を
恐
れ
て
防
人

さ
き
も
り

・
烽

と
ぶ
ひ

を
設
置
し
、
筑
紫
に
水
城
を
造
っ
た
。

さ
ら
に
同
五
年
（
六
六
五
）
に
大
野
、
基
肄

き

い

城
な
ど
の
山
城
を
築
き
国
土
防
衛
を

固
め
た
頃
、
そ
れ
ま
で
那
津

な

の

つ

（
博
多
湾
岸
）
に
あ
っ
た
筑
紫

つ

く

し

大
宰

だ

ざ

い

と
そ
の
組
織
が
、

防
衛
線
に
衛ま

も

ら
れ
た
内
陸
の
現
在
地
に
う
つ
さ
れ
、
大
宰
府
と
し
て
成
立
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
書
紀
に
は
白
村
江
の
敗
戦
の
翌
天
智
天
皇
四
年
（
六
六
四
）
次
の
よ
う
に
記

す
。

「
対
馬
嶋
、
壱
岐
嶋
、
筑
紫
国
等
ニ
防
人
ト
烽
ヲ
置
キ
筑
紫
ニ
大
堤
ヲ
築
キ
、
水

ヲ
貯
エ
シ
ム
。
名
ヅ
ケ
テ
水
城
ト
イ
ウ
」。
大
宰
府
の
登
場
で
あ
る
。

●
大
宰
府
政
庁
は
「
都
府
楼

と

ふ

ろ

う

」
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
都
督
府

と

と

く

ふ

（
大
宰
府

の
中
国
・
唐
名
）
の
楼
閣

ろ
う
か
く

（
重
層
）
と
い
う
意
味
で
、
菅
原
道
真
が
大
宰
府
で
詠

ん
だ
「
都
府
楼
は
わ
ず
か
に
瓦
の
色
を
看み

る
」
と
い
う
漢
詩
「
不
出
門
（
も
ん
を

い
で
ず
）」
の
一
説
に
由
来
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。



（
写
生
地
）

大
宰
府
政
庁
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
壮
麗
な
建
物
が
立
ち
並

ん
で
い
た
こ
と
が
発
掘
の
成
果
等
で
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。

往
時
を
偲
ば
せ
る
草
む
ら
の
な
か
の
大
き
な
礎
石
と
大
宰
府
政
庁
跡
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
「
都
督
府
古
址
」
と
刻
ま
れ
た
顕
彰
碑
な
ど
３
基
の
石
碑
と
背
後

（
北
）
に
山
城
が
築
か
れ
た
大
野
山
（
い
ま
の
四
王
寺
山
）
の
山
並
み
を
描
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

池
田
杏
花)

大
宰
府
政
庁
（
都
府
楼
）
址
（
福
岡
県
太
宰
府
市
坂
本
三
―
十
五
都
府
楼
跡
）

「
西
鉄
都
府
楼
前
駅
」
徒
歩
十
五
分



●
大
伴
旅
人
は
こ
の
歌
（
巻
六
―
九
五
六
）
と
同
時
期
に
大
和
へ
の
郷
愁
か
ら
次

の
歌
（
巻
三
―
三
三
二
）
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
二
首(

三)

‐
三
一
六
、（
三
‐
三

三
二
）
の
歌
か
ら
は
官
人
と
し
て
の
立
場
と
旅
人
本
人
の
心
情
を
詠
っ
た
複
雑
な

気
持
ち
が
く
み
と
れ
る
。

「
象き

さ

の

小

川
（
大
和
・
吉
野
）」

昔
見
し

象き
さ

の
小
川
を

今
見
れ
ば

い
よ
よ
清さ

や

け
く

な
り
に
け
る
か
も

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

卷
三
―
三
一
六

作
者

大
伴
旅
人

（
解
説
）

昔
見
た
象
（
き
さ
）
の
小
川
を
今
ふ
た
た
び
見
る
と
、
流
れ
は
昔
に
ま
し
て
い

よ
い
よ
ま
す
ま
す
清
ら
か
で
あ
る
。

〇
こ
の
歌
の
歌
題
は
「
暮
春
の
月
に
、
吉
野
の
離
宮
（
と
つ
み
や
）
に
幸
（
い
で

ま
）
す
時
に
、
中
納
言
大
伴
卿
、
勅
（
み
こ
と
の
り
）
を
奉
（
う
け
た
ま
は
）
り

て
作
る
歌
一
首

併
せ
て
短
歌
い
ま
だ
奏
上
を
経
ぬ
歌
」
と
な
っ
て
い
る
。

〇
吉
野
の
離
宮
は
聖
武
天
皇
が
奈
良
時
代
に
吉
野
宮
の
西
側
に
造
営
し
た
。

〇
こ
の
歌
は
作
者
が
聖
武
天
皇
の
吉
野
行
幸
に
際
し
て
作
っ
た
歌
で
あ
る
。
通
説



で
は
、
聖
武
天
皇
が
即
位
し
た
神
亀
元
年
（
７
２
４
）
の
作
。
実
際
に
は
天
皇
の

前
で
奏
上
（
そ
う
じ
ょ
う
）
す
る
機
会
は
な
く
、
未
発
表
の
ま
ま
、
作
者
、
大
伴

旅
人
の
手
元
に
あ
っ
た
歌
で
あ
る
。
大
伴
旅
人
は
こ
の
歌
を
作
っ
た
三
年
後
に
大

宰
府
に
赴
任
し
て
い
る
。

我
が
命
も

常
に
あ
ら
ぬ
か

昔
見
し

象
の
小
川
を

行
き
て
見
む
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巻
三
―
三
三
二

作
者

大
伴
旅
人

（
解
説
）

私
の
命
は
い
つ
ま
で
も
あ
っ
て
欲
し
い
。
昔
見
た
吉
野
の
象
の
小
川
に
も
う
一

度
い
っ
て
み
る
た
め
に
と
思
い
を
は
せ
る
。

●
大
伴
旅
人
は
先
の
歌
か
ら
三
年
後
の
神
亀
四
年
末
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
大

宰
府
の
帥
（
長
官
）
と
し
て
赴
任
し
た
時
に
大
和
へ
の
郷
愁
と
昔
、
遊
ん
だ
象
の

小
川
に
限
り
な
い
愛
着
を
寄
せ
回
想
し
た
歌
と
い
わ
れ
て
い
る
。

〇
万
葉
時
代
に
呼
ば
れ
た
「
象
の
小
川
」
は
今
の
喜
佐
谷
川
（
奈
良
県
吉
野
郡
）

で
あ
る
。
名
の
由
来
は
象
の
小
川
が
ギ
ザ
ギ
ザ
に
曲
折
し
て
流
れ
る
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

〇
喜
佐
谷
川
（
象
の
小
川
）
は
吉
野
山
中
に
発
し
昼
な
お
暗
い
深
山
幽
谷
を
走
り

下
る
。
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
の
び
る
細
い
山
道
が
、
吉
野
の
宮
滝
に
通
じ
る
古
代



の
道
で
あ
る
。
吉
野
杉
の
美
林
と
喜
佐
谷
川
源
流
の
清
ら
か
な
流
れ
は
、
そ
の
ま

ま
万
葉
時
代
を
今
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
写
生
地
）

吉
野
の
宮
滝
か
ら
象
の
小
川
（
喜
佐
谷
川
）
を
辿
り
な
が
ら
谷
を
埋
め
尽
く
す

ば
か
り
の
杉
と
桧
の
美
林
を
抜
け
る
と
民
家
も
ま
ば
ら
な
喜
佐
谷
の
集
落
が
見

え
て
く
る
。
こ
の
辺
り
の
象
の
小
川
は
昔
の
ま
ま
清
ら
か
に
流
れ
て
い
た
。
喜
佐

谷
の
集
落
の
中
を
流
れ
る
象
の
小
川
（
現
・
喜
佐
谷
川
）
を
描
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
田
杏
花
）

（
奈
良
県
吉
野
郡
喜
佐
谷
村
を
流
れ
る
象
の
小
川
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


